
第
九
十
七
回
本
学
会
に
お
い
て
、
頭
書
の
医
学
記
録
の
う
ち
、

内
科
学
関
連
の
も
の
の
紹
介
を
行
っ
た
。
本
会
に
お
い
て
は
病
理

学
の
山
際
勝
三
郎
教
授
の
講
義
記
録
の
紹
介
を
行
う
。
山
際
は
千

九
百
十
五
年
発
ガ
ン
理
論
を
発
表
し
て
注
目
を
浴
び
た
が
、
記
録

は
そ
の
数
年
前
の
千
九
百
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

そ
の
こ
ろ
の
木
下
の
日
記
で
は
（
千
九
百
九
年
前
後
と
思
わ
れ
る
）

あ
ま
り
医
学
生
と
し
て
の
日
常
を
記
載
し
た
も
の
は
な
く
、
当
時

既
に
文
筆
家
あ
る
い
は
画
学
生
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
当

時
の
活
躍
中
の
当
事
者
達
と
の
交
遊
が
目
立
っ
て
い
る
。

山
際
の
ノ
ー
ト
で
明
ら
か
な
の
は
、
病
理
学
示
説
と
病
理
学
総

論
と
思
わ
れ
る
も
の
二
冊
で
あ
る
。

一
・
示
説
記
録
に
つ
い
て

４
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
の
医
学
ノ
ー
ト

に
つ
い
て

ｊｌ
ｏ
黒
川
一

郎
、

１２島
田
保
久
、

３

吉
田
信

講
義
を
受
け
た
日
付
は
千
九
百
八
年
十
一
月
か
ら
同
九
年
十
二

月
ま
で
断
続
的
に
記
載
さ
れ
、
八
年
四
回
、
九
年
六
回
計
十
回
で

あ
っ
た
。

示
説
症
例
は
七
十
四
例
で
、
年
齢
ゼ
ロ
歳
か
ら
六
十
六
歳
ま
で

で
あ
る
。

病
名
の
明
ら
か
な
も
の
を
窓
意
的
に
分
類
す
る
と
、

循
環
器
系
卵
僧
帽
弁
膜
症
。
連
合
弁
膜
症
。
大
動
脈
狭
窄
症
。

泌
尿
器
系
“
尿
毒
症
性
腎
炎
。
慢
性
腎
炎
。
萎
縮
腎
。
全
身
浮
腫
。

腫
瘍
系
”
小
脳
腫
瘍
。
卵
巣
腫
瘍
。
後
腹
膜
腫
瘍
。
肺
癌
。
椎
体

骨
腫
瘍
。
８
局
目
○
日
“
冨
瞥
冒
○
昌
号
営
国
胄
癌
。
食
道
癌
。

呼
吸
器
系
”
カ
タ
ル
性
肺
炎
。
両
側
性
肺
結
核
。
結
核
性
髄
膜
炎
。

胸
膜
炎
。
肺
気
腫
。
化
膿
性
髄
膜
炎
。
胸
膜
炎
。

神
経
系
”
片
麻
痒
。
弓
号
朋
合
尉
巴
尉
椎
体
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
神

経
障
害
。
脳
出
血
。
脳
底
髄
膜
炎
。
運
動
性
失
語
症
。

消
化
器
系
”
肝
梅
毒
。
慢
性
腸
カ
タ
ル
・

黄
疸
（
急
死
）
。
冑
カ
タ
ル
。
急
性
虫
垂
炎
。

そ
の
他
“
脚
気
。
帝
王
切
開
。

死
亡
年
齢
が
今
日
か
ら
見
る
と
か
な
り
若
年
で
あ
り
、
疾
病
も

結
核
性
疾
患
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
一
回
の
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提
示
症
例
数
が
か
な
り
多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

二
・
病
理
学
総
論
に
つ
い
て

総
論
の
開
始
部
に
病
理
学
の
概
論
的
説
明
が
あ
る
が
、
不
明
確

な
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

以
下
流
れ
に
沿
っ
て
記
述
す
る
と
、

Ａ
”
免
疫
療
法
、

Ｂ
”
血
清
療
法
。
先
天
性
免
疫
、
受
動
免
疫
な
ど
の
記
述
が
み
ら

れ
る
。

以
下
の
記
述
は
分
類
の
大
き
な
区
分
け
は
な
く
、
並
列
的
に
の
べ

ら
れ
て
い
る
。
列
挙
す
る
と
、

＊
総
論
的
病
因
論

＊
肥
大
叩
細
胞
分
裂
の
理
論
な
ど
、

記
述
が
み
ら
れ
る
。

＊
核
・
細
胞
分
裂
の
異
常
。
多
極
坐

裂
不
全
、
染
色
体
喪
失
、
再
生
。

＊
血
液
の
発
生
。

＊
軟
骨
の
再
生
。

＊
軟
骨
・
骨
の
再
生

＊
諸
種
組
織
の
再
生赤

血
球
。
白
血
球
。

（
”
①
頤
①
ロ
四
●
四
房
ざ
。
）

多
極
的
分
裂
、
非
対
称
的
分
裂
、
分

当
時
の
細
胞
理
論
に
沿
っ
た

＊
諸
種
組
織
の
再
生
恥
外
皮
、
筋
肉
、
神
経
、
グ
リ
ア
細
胞
。

＊
老
人
性
萎
縮
、
老
年
者
の
動
脈
硬
化
像
を
例
と
し
て
あ
げ
る
。

＊
変
性
の
諸
種
像
”
混
濁
膨
化
。
脂
肪
変
性
、
グ
リ
コ
ゲ
ン
変
性
、

病
的
上
皮
角
化
症
。

＊
組
織
壊
死
。
局
所
的
組
織
壊
死
。
乾
酪
化
。

＊
循
環
障
圭
Ｒ
局
所
全
身
の
圧
上
昇
に
伴
う
動
脈
性
充
血
、
圧
上

昇
。

＊
動
脈
性
高
血
圧
の
症
状
。

以
上
の
よ
う
に
未
だ
疾
病
の
分
類
以
前
の
病
理
学
的
総
論
の
部

分
の
記
述
で
あ
る
が
、
免
疫
理
論
な
ど
が
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
た

の
が
注
目
さ
れ
た
。

（
Ｕ
前
札
幌
医
科
大
学
）

（
帥
島
田
外
科
整
形
外
科
医
院
）

（
帥
北
海
道
医
師
会
会
長
）
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